
道後文京地区活性化計画
平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 松山市

交流型観光地の創造、高次都市機能の向上、安全で安心なまちづくりによる「住んでよし、訪れてよしのまち　まつやま」の実現

・松山市の観光入込客数の増加を目指す。

・松山市における温泉宿泊者数の増加を目指す。

・公共交通（路面電車）の利用者数の増加を目指す。

・中心市街地活性化基本計画区域内の人口増加を目指す。

①

②

③

④

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

A-1 都市再生 一般 松山市 直接 道後文京地区都市再生整備計画事業 松山市 4,603

合計 4,603

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

C-1 活動支援 一般 松山市 直接 伊佐庭如矢顕彰事業 松山市 6

C-2 活動支援 一般 松山市 直接 道後温泉本館改築１２０周年記念事業 松山市 95

C-3 施設整備 一般 松山市 間接 上人坂町家再生整備事業 松山市 120

C-4 施設整備 一般 松山市 直接 教育センター整備事業 松山市 297

C-5 施設整備 一般 松山市 直接 電車用管路整備事業 松山市 95

C-6 活動支援 一般 松山市 直接 自転車の安全利用促進事業 松山市 0

C-7 活動支援 一般 松山市 直接 歩行者の安全啓発事業 松山市 0

C-8 計画・調査 一般 松山市 直接 都市構造に関する基礎調査 松山市 57

C-9 活動支援 一般 松山市 直接 景観まちづくり事業 松山市 4

C-10 施設整備 一般 松山市 間接 ファサード整備事業 松山市 58

C-11 計画・調査 一般 松山市 直接 椿の湯プロモーション事業 松山市 31

合計 763

番号 備考

C-1 地域活性化のため、（A-1）事業と連携し、市民や観光客への情報発信により、地域資源への愛着や施設の活用に繋げる。

C-2 回遊型観光の定着を促進させるため、（A-1）事業と連携し、市民及び観光客参加型の記念イベントを開催し、地域にある観光施設や社会インフラの活用に繋げる。

C-3 町家街を再整備するため、(A-1)事業と連携し、郷土記念館施設の整備や集客モニュメントやポケット広場の整備、お遍路宿のような簡易型宿泊施設などを整備することにより道後温泉活性化に繋げる。

C-4 社会の変化に対応しつつ多様な教育を実現するため、（A-1）事業と連携し、市民への情報発信により、道後文京地区としての都市機能を向上させる。

C-5 （A-1）事業と連携し、既設の路面電車の軌道施設を一体して地中化することにより、安全で快適な通行空間を確保し、良好な景観形成を図る。

C-6 （A-1）事業と連携し、地域住民や教育・医療・交通機関など全てのまちづくり主体の参画と協働により、地域による地域の安全のためのまちづくりを推進する。

C-7 （A-1）事業と連携し、地域住民や教育・医療・交通機関など全てのまちづくり主体の参画と協働により、地域による地域の安全のためのまちづくりを推進する。

C-8 （A-１）事業と連携し、現行及び将来における都市構造の調査分析や都市機能の立地等について検討を行い、中心市街地において、より質の高い都市空間の創造及び安全安心まちづくりを推進する。

C-9 （A-１）事業と連携し、地域の方々と景観まちづくりを検討し、良好な景観形成を図る。

C-10 （A-１）事業と連携し、地域の方々と景観まちづくりを検討し、良好な景観形成を図るため、民家等の外観修景を行う。

C-11 （A-１）事業と連携し、椿の湯の全国的な知名度やイメージの向上を図る。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

0

合計 0

番号 備考

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・道後温泉椿の湯の整備により、松山市の貴重な観光資源である道後温泉本館と連動した更なる誘客が図られ、松山市域の観光入込客数の目標達成につながった。
Ⅰ定量的指標に関連する ・中心拠点誘導施設及び道路・街路事業の整備により回遊性が高まり、結束点である電停利用者の増加は見込まれる。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・中心拠点誘導施設及び道路・街路事業の整備により地域の利便性が高まった。

最終目標値
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

松山市の観光入込客数
（松山市が作成している「松山市観光客推定表」の松山市の観光入込客数。）

道後温泉宿泊者数数
（道後温泉旅館協同組合が調査・公表している道後温泉地区ホテル・旅館の宿泊者数の数値。）

電停利用者の増加
（路面電車停留所（赤十字病院前駅、平和通一丁目駅、上一万駅、道後温泉駅）の１年間の乗降客数の数値。）

中心市街地活性化基本計画区域内人口の増加
（中心市街地活性化基本計画区域内人口の増加人数。）

（H24当初） （H29当初）

-5,711千人 6,000千人

-800千人 820千人

2,236千人 - 2,500千人

28千人 - 31千人

観光客が歴史・文化を体感し保養できる交流エリアとしてまちの再構築が図られ、交流人口が増加したことによる。

商業施設が整備されたことにより、交流型観光地として、来街者が増加したことによる。

商業施設や医療施設の整備等の完成により、各施設の利用者増加に伴い、公共交通利用者の増加も見込まれる。

交流人口の増加を居住者人口の増加につなげていく施策展開が必要である。

・椿の湯・飛鳥乃湯泉エリアの通行量（平日12時間通行量）が増加したことは、新たな外湯文化を展開する観光拠点を整備し、交流人口が増加したことによる。
・外国人観光客数が増加したことは、交流型観光地として魅力が向上し、外国人観光客の来街機会を創出したことによる。

2,500千人

899千人
（9.6％増）

820千人

6,000千人

6,005千人
（0.08％増）

2,431千人
（2.7％減）

31千人

28千人
（10％減）

一体的に実施することにより期待される効果

事業者

要素となる事業名
市町村名 全体事業費

（百万円）
費用便益比

（事業箇所）

松山市
椿の湯の整備（1,449㎡）、
松山赤十字病院の整備　など

松山市 都市構造の分析に係る調査

松山市 景観まちづくり活動

民間 沿道建物外観修景

松山市 椿の湯のプロモーション

一体的に実施することにより期待される効果

民間

郷土記念館の施設整備、展示観光施設整
備、お遍路宿のような簡易型宿泊施設の
整備

松山市 教育センターの整備

松山市

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）
全体事業費
（百万円）（面積等）

電車用管路の整備

松山市 安全利用促進のための講習実施　等

松山市
歩行者の安全啓発のための講習実施　等

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
全体事業費
（百万円）

松山市
功績展示紹介、企画展、紙芝居による紹
介

松山市
ライトアップイベント、記念シンポジウ
ム開催

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

全体事業費
（百万円）

Ｄ
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

事業策定主体にて評価を実施。

平成30年度

指標③電停利用者の
増加

指標①松山市の観光
入込客数

指標②道後温泉宿泊
者数

費用便益比
（延長・面積等）

松山市ホームページ

14.2 ％百万円5,366 4,603 百万円 0 百万円 763 百万円 0 百万円

市町村名
港湾・地区名

・第6次松山市総合計画では、既存の拠点などを生かしたコンパクトなまちづくりを進め、居住機能や産業機能を集約するとともに、自然が調和したまちが形成されるよう土地利用の誘導を図ることとしている。
・都市計画マスタープランでは、効率的・効果的な投資を図っていくため、都市の活動拠点となるゾーンや拠点、さらにはその連携軸における整備を重点的に推進し、集約型都市構造の形成を目指すこととしている。
・松山市では、平成29年3月31日に、都市再生特別措置法に基づく「松山市立地適正化計画」を公表し、コンパクトシティを目指している。

平成31年3月25日社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象

事後評価の実施体制

交付対象事業

Ｂ Ｃ

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

指標③中心市街地活
性化基本計画区域内
人口の増加

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
Ａ

事後評価の実施時期

公表の方法



（参考図面）社会資本整備総合交付金

計画の名称 道後文京地区活性化計画

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 松山市交付対象

中心拠点誘導施設

医療施設（松山赤十字病院）

④道路事業

東西付替え道路愛媛大学

道後公園駅

⑥地域生活基盤施設

雨水貯留施設整備事業

松山赤十字病院

道後商店街

にきたつの道

N

鉄砲町駅

上一万駅

凡例

都市再生整備計画区域

基幹事業（中心拠点誘導施設）

基幹事業（上記以外の施設）

関連事業（効果促進事業）

ＤＩＤ地区

中心拠点区域（公共用地率１５％以上）

路面電車の電停

宝厳寺

⑦高質空間形成施設

上人坂道路景観整備

伊佐爾波神社道後温泉駅

①中心拠点誘導施設

商業施設（道後温泉椿の湯）

赤十字病院前駅 平和通一丁目駅

⑤街路事業

中央循環線

南町駅

愛媛県民文化会館 道後公園

C：効果促進事業

➊ C-1：伊佐庭如矢顕彰事業 ➋ C-2：道後温泉本館改築１２０周年記念事業

❸ C-4：教育センター整備事業 ➍ C-5：電車用管路整備事業

➎ C-8：都市構造に関する基礎調査 ➏ C-9：景観まちづくり事業

❼ C-10：ファサード整備事業 ➑C-12：椿の湯プロモーション事業

⑧高質空間形成施設

道後４６号線

③道路事業

鮒屋町護国神社前線

市立東中学校

愛媛大学

市立東雲小学校

道後温泉本館

①中心拠点誘導施設

【道後温泉椿の湯（道後温泉別館飛鳥乃湯泉）】

➌ ⃣効果促進施設【教育研修センター】

②中心拠点誘導施設【松山赤十字病院北棟】

⑤街路【中央循環線】

⑨高質空間形成施設【道後５１号線】

基幹事業：A-1：道後文京地区都市再生整備計画事業

①中心拠点誘導施設：商業施設【道後温泉椿の湯】

②中心拠点誘導施設：医療施設【松山赤十字病院（北棟）】

③道路事業【鮒屋町護国神社前線】 ④道路事業【東西付替え道路】 ⑤街路事業【中央循環線】

⑥地域生活基盤施設【雨水貯留施設整備事業】

⑦高質空間形成施設【上人坂道路景観整備】 ⑧高質空間形成施設【道後４６号線】

⑨高質空間形成施設【道後５１号線】

⑨高質空間形成施設

道後５１号線

❶伊佐庭如矢顕彰事業

➋道後温泉本館改築120周年記念事業

➑椿の湯プロモーション事業

➎都市構造に関する基礎調査➍電車用管路整備事業

➏景観まちづくり事業 ❼ファサード整備事業


